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D 49　　梗製､時の縫^糸の疲分姓

　　　　相狭女大象玖　　永升　漕子

回的　手締いで｀は、針が槌ヽ･り奉と引張り'<f､がら縫い続けるので、針司教が*<すにしtz ;らっ

布を達り畿けゐ縫V) 木の叱机が増加レ連続縫^うRvj^限度があヵ。これμ縫●）糸が布や針

との摩捲u より疲労するtz めと路われる。そz t"、演覆^* これまざ縫製復・縫い米の疵旁

現象につぃっT 強伸度的机β､めヽら矢験5: 于･≫,£こ毬の参の疲九よ、布の物性、達製距鐘、針

穴帑などに振咎すろごと, Jiよび包顕享戈の粘呆^ り、針久奸の達いれ繍屎合状路ダ乱れ

も祠≪-｀発生い疲労延象が^しI/)ことなどを柾告レμ･今回u、痕労と起こす承＼Sしz -?の

乙針旧数および縫'^ 私と引< 靫場合砧け扱き黄泉に祝元､とあヤr 夫験を試々、縫ヽ・

糸の疲分性Ｒつ／ t検討した・

方法　試許布＼t岡木柿（FD）, さらI本綿（F2）、斌外木よ料紡糸（YO）,カタン氷い６

八辞令縫糸(ヽf3ハポリエステル余縫か(Y4）て｀ある. 縫製条件は、試粁布と2 枚重ね

ヒレて、り（M伺とり.30. 6o針t数ぞ縫合（並縫v））した・引さ扱き捨抗芙験誤、予ンシ

ロンにより縫い習Vこ対しマft さ抜き恥支と∂（平≪■）、45. 卯’ピし、捷な後の練ヽ／･参と

μさ挨vo re.

糾禾　?( さ掻｀さ抵旅挙初l*、いずれ・試料糸i・おヽいt も初期引己抜さ水洗（駅、）μ平衡

泌攻（SRも）よI/) 大きに^J^お｀- 抵抗挙勧v* Yf, Y2、 Yj t"i±SRm. ふり徐々しこSR.ぞへと支払

するが、、Vi|-で瞰急走iびRぞへ^変拓レ異な心底携パターンをネV li ．針≪ 敏,こよゐも洗

-iれよバQ針く30僻くμ針であり- ﾀﾞ心後さ角度いよる水抗植TA 0 °く千!げく?0 °で、参り

数、l口抜を角皮いずれu に) r も砥玖誉勧I* 大いい咬幻ゐ。
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　　　'M形入　芦育　　あ木且

f 的　工尊片lに多く用いられマヽヽ5 幸縫ヽヽ雇動遥りこ-. > μ。^程。ま')歯。差り｛・柴

征々がて, ぞ・ず’－M:弘･*･ら岬･≫-し縫:^! 9 tヽヽ嫡ぷいfc圀（症倣φぐ可佻乙･ある。I ヵヽ（　こ

めミふンに関t 5 河東/T ご｀くゎ窄*- T゛3s 1/.　ご。･ミふン<- 蓮雅力，J 充々|: 肯捕a ft 7 いな

い。々ベヘ本研唆いぶ- ギャず･－'I り･ヤいゼこみに齢用φ一期'>^ ^ れる"’堵擲み』(-つ

いI . 秀和まりミシユ。漣奪範同を恥め? こV りil 的バ

ター　和順専対としマー糾にi < }恥ヽられ? 布・うり, 剤軟友・乃わ･零なi布バ

タ- ドヘ　リフトデ'- －，フラノ) 川ﾁﾞ^ , 布i§孝tsi ダ引司ぐ弓.x^ヽf'，タrバ7ヽr', だり･

秀和民7段隋り-･/～/り），その他・牟if 冷一支^し，／希叶ドフf 3 taく') 互し趣戮ε

ゐ■--Tぶ, μ。

弗素（/). 秀彰i,に縫締み今，関野μ｡有一雑獅|こよぺ渠h･^．ﾌ- .0 -ﾄ･ n % 彰tt *･入

忿</"*･?■ にt絢み今り. 3 < ないｰ, ヽフh テし'^ .フラノμχわμc ≪ヽそれそ’れ／1 ／ヽら

I './ヽ竹箆傍V･ヒ－ク% rf.しニメあ区I' Åい''*ヽ，-i i漣佛幸n涛すむμ. （り忿i曳塵

苓一隻ト( T膀匁I rごr-ｔφヽφヽゎ　ら仁縫擲怖，通s 窓雇/zχあに・r^m＼: まrリ

，h ．持μ,ソフV Tニーヽ■フ'■? ) ｝^通詞ま雇り
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